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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸に駆動ギアを備えたステッピングモータと、
　前記駆動ギアとかみ合う従動ギアと、
　前記従動ギアと磁力を介して摩擦接合し、前記従動ギアと共に回転可能なレバー部材と
、
　前記レバー部材に設けられているピンと、
　前記ピンがはまる長穴を有し、前記レバー部材の回転に伴って駆動される絞り羽根と、
　前記絞り羽根を一方向に移動可能に拘束するガイド部材と、
　前記レバー部材の回転に伴って前記レバー部材が突き当たることにより前記レバー部材
が回転する範囲を規制するストッパーと、を有し、
　前記レバー部材の回転軸部及び前記駆動ギアは磁性体よりなり、前記従動ギアはマグネ
ットよりなることを特徴とする絞り装置。
【請求項２】
　前記ステッピングモータによるトルクは前記磁力による摩擦トルクよりも大きく、前記
絞り羽根の駆動に必要なトルクは前記磁力による摩擦トルクよりも小さくなるように設定
されていることを特徴とする請求項１に記載の絞り装置。
【請求項３】
　前記レバー部材が前記ストッパーに突き当たっている状態で前記絞り羽根の初期位置が
設定されることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の絞り装置。
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【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の絞り装置と、複数のレンズ群と、を有す
ることを特徴とする光学機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮影用ズームレンズ鏡筒、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ等の光学機器
に搭載される絞り装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常、ビデオカメラ・デジタルスチルカメラ等の光学機器の撮影用ズームレンズ鏡筒内
には、絞り装置が組み込まれている。
【０００３】
　上記絞り装置の駆動源にはガルバノ式のアクチュエータが用いられことが多い。
【０００４】
　また、上記絞り装置の駆動源として、特開平４－２４８１２２号公報、特開平４－２１
２８１７号公報にて開示されるように、ステッピングモータが用いられるものもある。
【０００５】
　然しながら、ステッピングモータを用いると、絞りの初期位置を検出する検出手段が必
要になる。例えば、特開平４－２１２８１７号公報にて開示の絞り装置では、絞りのホー
ムポジションを検出するホームポジション検出手段が設けられる。
【０００６】
　また、位置検出センサを使用しない例として特開２００２－１０７７９１号公報がある
。
【０００７】
　前記ステッピングモータの回転制御ストッパーを設ける事で、機械的に回転許容範囲を
設定し、その回転許容範囲内で往復動作をさせることが開示されている。
【０００８】
　また、普通は絞り装置を高分解能で駆動させる為に、ギア減速により上記回転許容範囲
を広げる。
【０００９】
　以下図４に基づいて、従来の絞り装置の構造及び調整方法に関して説明する。
【００１０】
　図４に、位置検出センサなしで、ステッピングモータの駆動パルス数のみで制御するス
テッピングモータ駆動装置のー実施形態を示す。
１はステッピングモータである。
２はステッピングモータ出力軸である。３は羽根駆動部材としてのレバーであり、ステッ
ピングモータ出力軸２に固着される。
４、５はストッパーであり、羽根駆動部材３の回転位置を規制する。
【００１１】
　上記従来の絞り装置においては、絞り精度を保証する為に、初期位置でのステッピング
モータ電気位相角（通電ステータス）と、駆動ギア位相角、メカ端位置での従動ギア位置
を一致させる調整が必要になる。
【００１２】
　そのため、ステッピングモータ取り付け部に微調整可能な角度調整機構又は調整工具に
よる調整作業を必要とする問題があった。
【特許文献１】特開平４－２４８１２２号公報
【特許文献２】特開平４－２１２８１７号公報
【特許文献３】特開２００２－１０７７９１号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、駆動モータと作動するレバー部材との間に摩擦スリップ機構を介在さ
せることで、複雑な微調整工程をなくし、かつ、安定的に初期位置の位置出しができる絞
り装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　回転軸に駆動ギアを備えたステッピングモータと、
　前記駆動ギアとかみ合う従動ギアと、
　前記従動ギアと磁力を介して摩擦接合し、前記従動ギアと共に回転可能なレバー部材と
、
　前記レバー部材に設けられているピンと、
　前記ピンがはまる長穴を有し、前記レバー部材の回転に伴って駆動される絞り羽根と、
　前記絞り羽根を一方向に移動可能に拘束するガイド部材と、
　前記レバー部材の回転に伴って前記レバー部材が突き当たることにより前記レバー部材
が回転する範囲を規制するストッパーと、を有し、
　前記レバー部材の回転軸部及び前記駆動ギアは磁性体よりなり、前記従動ギアはマグネ
ットよりなることを特徴とする絞り装置。
【発明の効果】
【００１５】
　以上の説明の如く、本発明によれば、ステッピングモータを駆動源として回転位置制御
を行う絞り装置において、レバー部材の回転軸部と従動ギアとを摩擦接合することで、安
定した摩擦トルクでスリップさせることができる。これによりレバー部材をストッパー部
材に突き当て動作をすることで、初期位置出しが可能になる。
【００１６】
　これにより、ステッピングモータ電気位相角と、メカ端位置での羽根駆動部材の位置の
関係は適正になる。口径精度調整工程やステッピングモータの取り付け部の微調整機構が
なくても、安定した絞り精度を維持できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　（実施例）
　まず、本発明の適用される光学機器に関して図３で説明する。
【００１８】
　図３は本発明の使用される光学機器の代表的なブロック構成図である。
【００１９】
　２０１ａは固定の第１群を保持する第１群保持枠である。２０１ｂは第２のレンズ群（
ズームレンズ）を保持する第２群保持枠である。２２２のズーム駆動源により駆動される
。２０１ｃは固定の第３群を保持する第３群保持枠である。２０２ｄはフォーカスレンズ
を保持する第４群保持枠である。２２３のフォーカシング駆動源により駆動される。２３
５は絞りであり、２２４の絞り駆動源であるステッピングモータで駆動される。
【００２０】
　次にこの光学機器に搭載される絞り装置に関する実施例を、図１に基づいて説明する。
【００２１】
　図１で、図１Ａで１１３はレバー部材、１０４、１０５はストッパー、１４、１５は絞
り羽根、１４ａ、１５ａは前記絞り羽根１４、１５にそれぞれ構成された長穴、１６は絞
り羽根ガイド部材、１１３ｃはピンであり前記絞り羽根にある長穴１４ａ，１５ａ内で一
方向に移動可能になっている。図１Ｂで、１０１はパルスモータ、１１３はレバー部材で
ある。レバー部材１１３は回転軸を有し、回転軸部１１３ａと、従動ギア１１３ｂとは別
部材である。レバー部材１１３の回転軸部１１３ａを磁性体または磁性体を埋め込まれた
材質にする。この回転軸部１１３ａの選択にあわせて、従動ギア部１１３ｂを磁石材料に
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している。
【００２２】
　これにより、レバー部材の１１３は、レバー部材の回転軸部１１３ａと従動ギア部１１
３ｂとは磁力を介して摩擦接合し、摩擦力の範囲で一体になって従動する。
【００２３】
　そして、初期位置出し時に、レバー部材１１３が、ストッパー１０４または１０５突き
当たることにより規制される。レバー部材の回転軸部１１３ａと、従動ギア部１１３ｂが
摩擦力超えた駆動力が駆動ギア１１１から供給されればスリップする。
【００２４】
　このときのレバー部材の回転軸部１１３ａと、従動ギア部１１３ｂとの間の摩擦力トル
クは、
ステッピングモータ１０１のトルク＞＞レバー部材１１３と従動ギア部１１３ｂの摩擦ト
ルクマグネット磁力＞＞絞り羽根１１４、１１５駆動に必要なレバートルクとなるように
設定する。
【００２５】
　このように設定すると、レバー部材の回転軸部１１３ａと従動ギア部が通常は一体とな
って回転し、絞り羽根を駆動する。
【００２６】
　また、ストッパー１０４，１０５に突き当たった時は前記レバー部材の回転軸部１１３
ａと従動ギア部との間でスリップする。スリップにより、ステッピングモータ１０１の電
気位相角と、メカ端１０４、１０５位置での羽根駆動部材１１３の位置関係が適切に設定
される。
【００２７】
　これにより、安定した初期位置出し工程が実現する。
【００２８】
　以下、調整工程を図２のフローチャートに基づいて、工程を簡単に説明する。
Ｓ２００：電源をＯＮにする。
Ｓ２０１：メカ端位置の通電ステータスと同様の任意通電ステータスをステッピングモー
タに印加する。
Ｓ２０２：メカ端にぶつかるまでより多い任意パルス数をステッピングモータに入力する
。
Ｓ２０３：スリップすることによりステッピングモータと絞り羽根の位置関係が自動的に
調整され終了する。
【００２９】
　以上の如く、メカ的な調整なしに簡単に自動で調整が可能となる。
【００３０】
　更に駆動ギア１１１を磁性体にすることにより、従動ギア１１３ｂとの噛みあいに起因
するガタが減少し、従ってバックラッシュを低減出来る。
【００３１】
　なお、本技術の説明では従動ギア又はレバーにマグネットを構成して、磁力を介して摩
擦接合し、スリップ力を持たせた。しかし、従動ギアとレバーとの間に摩擦力を保持させ
れば同様の効果が発揮される。例えばレバー部材の回転軸に雄ねじ部を設け、従動ギア１
１３ｂをバネ部材で狭持してねじにより適当な拘束力を持たせれば、従動ギアとレバーと
の間に摩擦力を起こさせることでも実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例１の絞り装置で、Ａは光軸方向から見た図、Ｂは光軸に対して垂
直な方向から見た図
【図２】本発明の光量調節装置の調整工程フローチャート例
【図３】光学機器（カメラ）の構成図
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【図４】ステッピングモータによる駆動装置の構成図
【符号の説明】
【００３３】
　１　ステッピングモータ
　２　ステッピングモータ出力軸
　３　レバー（羽根駆動部材）
　４，５　ストッパー
　１０　取り付け板
　１４，１５　絞り羽根
　１４ａ，１５ａ　長穴
　１０１　ステッピングモータ
　１０４，１０５　ストッパー
　１１１　駆動ギア
　１１３　レバー部材
　１１３ａ　レバー部材の回転軸部
　１１３ｂ　従動ギア
　１１３ｃ　ピン
　１６　ガイド

【図１】 【図２】
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